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第423号

　10月19日、絶好のスポーツ日和のもと第26回町民

体育大会が、町総合グラウンドで開催されました。

　当日は、町内11公民館からの選手が、トラック・

フィルド競技に熱戦を繰り広げ技を競いました。

　また、今回から「綱引き」が公民館対抗の正式競

技として取り入れられ、八重原公民館が初優勝を飾

りました。
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昭和61年11月号 2．
、
つ

こ“、
つ町報と

生
産
基
盤
の
整
備
な
ど

投
資
的
経
費
に
9
億
7
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
昭
和
6
0
年
度
決
算
か
ら
1
1

　
昭
和
六
十
年
度
の
東
郷
町
一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
決
算
が
、
九
月
定
例
町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
そ
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一

盤
舎
計

　
あ
ら
ま
し

　
歳
入
総
額
は
、
二
十
六
億
四
千
三

百
一
万
四
千
円
、
歳
出
総
額
二
十
四

億
八
千
七
百
三
十
一
万
八
千
円
と
な

り
、
差
引
き
一
億
五
千
五
百
六
十
九

万
六
千
円
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
交
付
税
、
町
税
の

伸
び
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
経
常
的

経
費
の
節
減
、
合
理
化
な
ど
適
切
な

財
源
の
確
保
に
つ
と
め
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
で
す
。

依
存
財
源
は

　　

@　

@　

@
7
5
％

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
全
体

の
四
二
・
七
％
を
占
め
、
次
い
で
県

支
出
金
一
四
・
○
％
、
町
債
一
〇
・

四
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
は

七
五
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
年
と
比
較
す
る
と
、
依
存
財
源

が
○
・
七
％
の
減
、
逆
に
自
主
財

源
が
○
・
七
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。投

資
的
経
費

　　

@　

@　

ﾉ
3
9
％

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
普
通

事
業
建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費

が
三
八
・
九
％
、
人
件
費
等
の
義
務

的
経
費
が
四
二
・
五
％
、
補
助
費
・

物
件
費
等
の
消
費
的
経
費
が
一
八
・

六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

o
農
林
水
産
業
費

　
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

振
興
の
た
め
に
、
全
体
で
最
も
多
い

二
八
・
二
％
、
七
億
二
百
万
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
。

農
業
関
係
で
は
、

農
業
構
吐
氾
改
古
聖
事
業
・
：
：
・
井
川
ノ
，
兀

　
地
区
ほ
場
整
備

暖
地
営
農
む
ら
づ
く
り
事
業
…
…
中

　
河
原
地
区
か
ん
排
工
事

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
…
…
庭

　
田
地
区
、
坪
谷
川
地
区
営
農
飲
雑

　
用
水
施
設
整
備

土
地
改
良
事
業
…
…
西
林
地
区
、
福

　
瀬
地
区
農
道
整
備

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、
年
次
計
画
に
よ

る
町
有
林
の
整
備
、
間
伐
促
進
総
合

対
策
事
業
、
林
業
構
造
改
善
事
業
な

ど
に
よ
り
、
林
道
開
設
（
一
路
線
）

作
業
路
開
設
（
六
路
線
）
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

o
公
債
費

町
債
の
償
還
額
は
、
元
金
二
億
四

凋㌦憂　　　‘9、　　　　　　塵、一閣■■■■

耳川流域の国産材流通加工施設建設の
ための用地造成が行われた

千
百
万
円
、
利
子
一
億
七
千
七
百
万

円
で
、
こ
の
う
ち
三
F
九
百
万
円
は

繰
上
償
還
に
よ
る
も
の
で
、
公
債
費

の
占
め
る
割
合
は
一
六
・
八
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。o
土
木
費

　
多
様
か
つ
高
度
化
す
る
町
民
の
道

路
整
備
へ
の
要
望
に
応
え
な
が
ら
、

交
通
安
全
の
確
保
と
円
滑
化
を
図
る

た
め
、
町
道
鵜
戸
木
・
日
田
尾
線
外

十
三
路
線
の
改
良
舗
装
、
天
神
橋
外

二
橋
の
改
良
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
町
道
総
延
長
一
四
一

㎞
の
う
ち
、
改
良
済
延
長
一
〇
一
㎞

（
七
一
・
九
％
）
、
舗
装
済
延
長
一
二

三
㎞
（
八
七
・
五
％
）
と
な
り
ま
し

た
。　
こ
の
ほ
か
、
牧
水
公
園
整
備
事
業

と
し
て
、
園
道
舗
装
、
展
望
台
、
牧

水
庵
、
駐
車
場
舗
装
な
ど
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。
o
教
育
費

　
小
学
校
五
校
、
中
学
校
二
校
の
児

童
生
徒
数
八
五
八
名
の
教
育
振
興
の

た
め
に
、
八
千
三
百
万
円
を
支
出
し

て
い
ま
す
。

　
坪
谷
幼
稚
園
の
改
築
が
行
わ
れ
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
二
三
〇

㎡
の
近
代
的
な
園
舎
が
完
成
し
、
こ

れ
に
よ
り
町
内
三
幼
稚
園
の
全
て
の

　あ　ゆぼのへ　あへ　へおド　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ニ　

坪谷幼稚園の改築が行われ3幼稚
園すべての改築が完了した

改
築
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
で
は
、
社
会
構
造
の
変

化
、
学
習
要
求
の
多
様
化
な
ど
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
幼
児
学

級
、
婦
人
学
級
、
高
齢
者
学
級
な
ど

の
各
種
学
級
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
年
は
、
若
山
牧

水
の
生
誕
百
年
に
あ
た
り
、
全
国
か

ら
牧
水
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
々
が
訪

れ
生
誕
祭
が
盛
大
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

o
民
生
費

　
住
民
福
祉
の
充
実
、
向
上
を
図
る

た
め
、
民
生
児
童
委
員
活
動
、
国
民

年
金
事
務
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運

営
、
障
害
者
対
策
、
老
人
福
祉
対
策
、

災
害
救
助
対
策
な
ど
の
経
費
と
し
て

支
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
老
朽
化
の
進
ん
で
い
た
坪

谷
保
育
所
の
改
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ、
つ

と町報B）昭和61年11月号

歳入の財源構成

1難干一

存
身
顔

導
　その他

ぐ　　6，560万　　　2千円
　　10．0％

穿≡

財産収入
7，947万8千円

　3．0％

分担金・負担金
6，347万5千円

　2．4％

　町税　＼
2億4，463万2千円

　9．3％

魯
壕

　　町債
2億7，380万円　県支出金

　10・4％　　　3億6，933万9千円

　　　　　　　14．0％

1ち3％

国庫支出金
1億4，292万7千円

　5．4％

歳出の性質別構成

扶助費
8．680万3千円

　3．5％

隙［

　
牧
水
生
誕
百
年
祭
が
盛
大
に

く
行
わ
れ
ま
し
た

黄

交付金等
7，521万2千円

　2．8％

　人件費
5億5，203万8千円

　　22．2％

災害復旧費
1億1，041万8千円

4．4％

「ゑ
、sβ％

補助費等
2億5，908万野」円

　　10．4％

　その他
2億月8万

　3干円
8．2弩

三…

認

秘　普通建設費
8億5，926万3千円

　　34．5％

壕
婆

38．9％

歳出の目的別構成

農林水産業費
　7億204万7千円

　　28．2％

げ
等
が
な
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
不
足

す
る
財
源
を
保
険
税
に
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
財
政
上
極
め

て
厳
し
い
財
政
運
用
を
強
い
ら
れ
ま

し
た
。

災害復旧費
1億し041万8千円

4．4％

轄
励
舎
計

o
国
民
健
康
保
険
事
業

　
歳
入
総
額
三
億
八
千
九
百
六
十
八

万
三
千
円
、
歳
出
総
額
三
億
四
千
七

百
五
十
四
万
三
千
円
と
な
り
、
差
引

き
四
千
二
百
十
四
万
円
の
繰
越
剰
余

金
が
生
じ
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
昭
和
五

十
九
年
度
の
退
職
者
医
療
制
度
の
新

設
と
併
せ
、
国
庫
負
担
率
の
引
き
下

。
老
人
保
健
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
老
人
保
健
法
に
基

づ
く
検
診
業
務
と
医
療
給
付
を
行
っ

．
て
い
る
も
の
で
、
歳
入
総
額
二
億
六

千
五
百
二
十
五
万
一
千
円
、
歳
出
総

額
二
億
六
千
五
百
二
十
五
万
一
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

その他
2億874万

　2千円
＼8．5％

　総務費
2億4，309万7千円

　9．8％

　民生費
2億4，859万円

　10．0％

■8

　　　　教育費

階㌦瀞
公債費
4億1，852万4千円

　16．8％

／

o
簡
易
水
道
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
山
陰
地
区
外
三
施

設
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
加

入
世
帯
七
七
六
世
帯
、
給
水
人
口
二
、

六
七
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
総
額
二
千
四
百
五
万
六
千
円
、

歳
出
総
額
千
九
百
四
十
八
万
六
千
円

で
、
差
引
き
四
百
五
十
七
万
円
の
決

算
剰
余
金
が
生
じ
ま
し
た
。

o
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
病
院
事
業

　
病
院
事
業
に
要
す
る
経
費
は
、
そ

の
収
益
を
も
っ
て
ま
か
な
う
と
い
う

独
立
採
算
性
の
原
則
に
沿
い
、
経
済

的
、
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
事
業
収
益
二
億
四
千
九
百
七
十
六

万
一
千
円
、
事
業
費
用
二
億
三
千
八

百
六
十
四
万
五
千
円
で
、
差
引
き
一

千
百
十
　
万
六
千
円
の
利
益
を
生
じ

ま
し
た
。



昭和61年ll月五 山
・
つこ“、

つ
と島町

農
劃
一
の
ポ
イ
ン
ト

麦
を
作
っ
て
所
得
の

　
　
向
上
を
は
か
ろ
う

　
東
郷
町
で
は
、
水
田
の
基
盤
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
．
整
備
さ
れ

た
水
田
で
は
、
大
型
農
機
具
で
農
作

業
が
行
わ
れ
、
近
代
化
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
稲
一
作
で
、

裏
作
は
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ン
ゲ
が
ほ

と
ん
ど
で
、
他
の
作
物
は
少
な
い
よ

う
で
す
．

　
水
田
の
基
盤
整
備
が
済
み
、
農
機

具
の
導
入
で
、
確
か
に
省
力
化
は
で

き
ま
し
た
が
、
一
方
負
債
と
い
う
つ

け
が
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
農
機
具
は
、
水
稲

一
作
だ
け
で
は
高
く
つ
き
ま
す
．
．
裏

作
に
麦
を
つ
く
る
と
農
具
費
は
半
分

に
な
り
、
農
機
具
の
有
効
利
用
と
水

田
の
高
度
利
用
、
そ
し
て
所
得
向
上

に
な
る
た
め
、
東
郷
町
で
は
ア
サ
カ

ゼ
コ
ム
ギ
の
作
付
を
推
進
し
て
い
ま

す
。　
ま
た
、
基
盤
整
備
を
し
て
三
～
四

年
置
、
水
稲
を
は
じ
め
作
物
の
生
育

が
あ
ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
土
壌
が
未
熟
な
た
め
で
す
の
で
、

早
く
熟
田
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
田
裏
に
麦
を
つ
く
る
こ
と
は
、

①
堆
概
肥
等
の
有
機
物
を
施
用
し
て
、

　
土
壌
を
富
化
さ
せ
る

②
冬
季
に
土
壌
を
乾
か
せ
る
こ
と
に

　
よ
り
、
土
壌
断
面
に
亀
裂
を
つ
く

　
り
、
透
水
性
を
良
く
す
る

③
乾
土
効
果
に
よ
り
、
土
壌
窒
素
が

　
増
え
る

　
な
ど
の
効
果
が
あ
る
の
で
、
水
稲

の
生
育
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
麦
を
つ
く
る
こ
と
は
、
土
壌
改
良

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
麦

を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す
。

　
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　
の
土
地
の
選
定

　
水
田
は
、
用
排
水
の
良
好
な
所
を

選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。
麦
は
湿
害

に
弱
い
の
で
、
集
落
内
で
集
団
化
し

て
、
水
路
毎
に
水
を
切
り
、
用
水
路

か
ら
の
水
の
侵
入
を
防
ぐ
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
麦
は
、
酸
性
土
壌
に
弱

い
の
で
、
ケ
イ
カ
ル
を
施
用
し
ま
す
。

（
麦
で
ケ
イ
カ
ル
を
使
用
し
た
ら
、

水
稲
に
は
施
用
し
な
く
て
よ
い
ご

　
⇔
品
種
の
選
定

　
ア
サ
カ
ゼ
コ
ム
ギ
は
、
農
林
6
1
号

に
比
べ
て
短
桿
で
、
倒
伏
に
強
く
、

収
穫
が
「
週
間
程
早
く
な
り
ま
す
。

梅
雨
前
に
収
穫
が
で
き
る
の
で
良
品

質
の
麦
が
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
水
稲

の
植
付
け
も
早
く
で
き
る
の
で
、
安

心
し
て
つ
く
れ
ま
す
、

　
国
適
期
播
種
す
る

　
±
月
中
～
下
旬
が
播
種
適
期
で
す
、

早
過
ぎ
る
と
湿
度
が
高
い
の
で
、
サ

ビ
病
等
の
病
害
の
発
生
も
あ
り
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
．
、
ま
た
、
＋
二
月
に
入

っ
た
ら
、
分
け
つ
が
少
な
く
な
る
の

で
、
歩
数
の
確
保
を
す
る
た
め
に
一

～
二
割
播
種
量
を
増
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
播
種
量
は
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

条
播
で
五
～
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
撒
播

で
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
種
子
を
準
備
し

ま
す
．
、
種
子
消
毒
は
、
ベ
ン
レ
ー
ト

水
和
剤
を
種
子
量
の
○
・
四
％
乾
粉

衣
し
ま
す
。

　
四
播
種

　
①
尾
輪
ま
き
（
条
ま
き
）

　
播
種
す
る
前
に
、
堆
厩
肥
、
ケ
イ

カ
ル
、
ヨ
ー
リ
ン
を
全
面
施
用
し
て
、

耕
転
整
地
し
て
お
き
ま
す
。
　
（
で
き

る
だ
け
細
く
砕
土
し
て
お
く
こ
と
）

耕
転
機
の
尾
輪
の
跡
に
、
B
B
四
六

四
号
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り
四
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
施
用
し
て
、
軽
く
覆
土
し
て
、

そ
の
上
に
種
子
を
播
き
、
覆
土
を
二

～
三
㎝
し
ま
す
。

　
②
施
肥
播
種
多
条
ま
き

　
施
肥
播
種
機
の
専
用
機
に
よ
り
、

施
肥
と
播
種
を
同
時
に
行
う
方
法
で

す
．
、　
③
混
層
耕
ま
き

　
堆
肥
、
ケ
イ
カ
ル
、
ヨ
ー
リ
ン
を

あ
ら
か
じ
め
施
用
し
て
耕
湿
し
て
お

き
、
そ
の
上
に
B
B
四
六
四
号
六
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
種
子
を
む
ら
な
く

播
き
、
耕
転
機
ま
た
は
ト
ラ
ク
タ
ー

で
軽
く
（
五
～
十
㎝
）
耕
劃
し
た
後

鎮
圧
を
し
ま
す
。
鎮
圧
は
、
乾
燥
し

て
い
る
時
は
強
く
、
雨
の
多
い
年
は

鎮
圧
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
国
施
肥

　
①
撒
播
栽
培
で
は
、
元
肥
の
み
で

B
B
四
六
四
号
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り

六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
追
肥
は

行
い
ま
せ
ん
．
．

　
②
追
肥
は
穂
肥
と
し
て
三
月
下
旬

に
葉
色
を
見
て
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

アサカゼコムギ施肥設計　10・当1

肥料名
時期 元肥追肥旨成分量

追肥は葉色を見て、3月下旬にBB追咄号を10kg施用す

　
因
排
水
対
策

。
条
播
栽
培
で
は
、
五
～
六
条
お
き

に
一
条
は
種
子
を
ま
か
ず
、
播
種
後

に
排
水
溝
（
深
さ
三
十
～
四
十
㎝
・

巾
三
十
㎝
V
を
設
置
し
て
表
面
水
の

排
水
を
良
好
に
し
ま
す
。

O
撒
播
栽
培
で
は
、
播
種
後
に
四
～

五
㎝
お
き
に
排
水
溝
（
条
播
き
と
同

様
）
を
設
置
し
ま
す
。

　
㈲
除
草

　
播
種
後
に
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ
イ
ド
粒

剤
を
三
～
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
む
ら
な
く

散
布
し
ま
す
。

　
囚
麦
踏
み
と
土
入
れ

　
①
麦
の
収
量
を
上
げ
る
に
は
、
穂

数
の
確
保
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
発
芽
と
そ
の
後
の
生
育
を
良

好
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
麦
踏
み

を
し
て
霜
柱
に
よ
る
根
の
浮
上
り
を

防
止
し
ま
す
。
徒
長
防
止
を
し
て
、

分
け
つ
の
促
進
を
は
か
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
②
「
月
中
～
下
旬
頃
よ
り
中
耕
培

土
を
し
て
、
分
け
つ
の
促
進
と
、
三

月
下
旬
に
倒
伏
防
止
の
た
め
最
終
の

土
寄
せ
を
し
ま
す
。

　
㈲
病
害
虫
防
除

　
赤
カ
ビ
、
サ
ビ
病
、
う
ど
ん
粉
病

の
防
除
を
出
穂
期
か
ら
乳
下
期
に
か

け
て
、
二
回
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
粉
剤
を

一
〇
ア
ー
ル
当
り
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

ま
た
は
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
水
和
剤
一
〇

〇
〇
倍
液
を
一
〇
ア
ー
ル
当
り
五
十

遭
散
布
し
ま
す
。

　　　”1　　　’
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し
め
や
か
に
「
牧
水
祭
」

　
九
月
十
七
日
、
雨
模
様
の
中
、
町

内
外
か
ら
約
二
百
五
十
名
の
方
々
が

訪
れ
、
し
め
や
か
に
牧
水
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
牧
水
祭
は
、
毎
年
牧
水
の
命

日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当

▼みこ姿の坪谷中学校の生徒が朗詠の流れるなか、
　酒を注ぎ牧水の偉業をしのぶ

日
は
午
前
十
時
か
ら
、
生
家
の
裏
山

の
歌
碑
前
で
神
事
が
行
わ
れ
、
朗
詠

の
流
れ
る
中
、
み
こ
姿
の
坪
谷
中
の

生
徒
が
歌
碑
に
酒
を
注
ぎ
、
あ
り
し

日
の
牧
水
を
偲
び
ま
し
た
。

　
十
【
時
か
ら
は
会
場
を
坪
谷
中
体

▼宮崎女子短大講師前田理恵子先
　生による独唱▼坪谷小学校児童によるコーラス

育
館
に
移
し
、
短
歌
入
選
者
表
彰
、

坪
谷
小
・
中
児
童
生
徒
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
、
朗
詠
、
野
瀬
小
学
校
六
年
の

岩
田
美
恵
さ
ん
は
、
夏
休
み
等
を
利

用
し
て
県
内
の
牧
水
歌
碑
め
ぐ
り
を

行
い
、
「
牧
水
の
歌
か
ら
」
と
題
し

て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
宮
崎
女
子
短
期
大

学
講
師
の
前
田
理
恵
子
先
生
に
よ
る

独
唱
が
行
わ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に

牧
水
の
歌
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

東九州縦貫自動車道の早期実現を！

　大分県南部及び宮崎県北部の20市町村で組織する「日
豊経済圏開発促進協議会」主催による交流大会が、11・12

日の2日間大分県の宇目町で開催されました。これは、
東九州縦貫自動車道の早期実現と墨引住民の交流、物産
の交流を図ることによって、圏域経済の浮揚を図ろうと
いうものです。

（写真は、交流大会を前に、9日に牧水記念館前で行わ
　れた採火式）

十
一
月
三
十
日

東
郷
町
音
頭
発
豪
会

　
町
で
は
、
十
｝
月
三
十
日
の
午

後
二
侍
か
ら
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
東
郷
町
音
頭
の
発
表
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
音
頭
は
、
昭
和
四
十
四
年

に
明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
募
集
し
て
い
た
詩
に
、
本
年

度
作
曲
し
た
も
の
で
す
。

　
曲
は
、
作
曲
家
の
中
山
大
三
郎

氏
に
依
頼
し
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
中
由
氏
を
は
じ
め
、

歌
手
の
丸
山
京
子
さ
ん
を
招
い
て

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
隼
後
一
時
か
ら
は
発
表

会
に
先
だ
ち
、
公
民
館
対
抗
カ
ラ

オ
ケ
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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堕脚｝購……

点
眼
㈹

　
心
豊
か
な

　
山
村
暮
ら
し
口

　
（
宮
日
新
聞
入
選
論
文
）

中
之
又

　
中
　
武
　
千
　
草
⑳

脚
r
．
一
．
‘
一
．
「
、
，
．
，
、
罪
，
，
．
．
ヨ
，
！
，
，
，
，
，
を
，
｝
，
｝
｝
；

　
畑
に
出
て
こ
う
し
て
仕
事
を
し
て

い
る
と
ブ
ト
に
く
わ
れ
な
が
ら
も
、

大
地
が
し
っ
か
り
と
私
を
つ
か
ま
え

て
離
さ
な
い
。
今
日
は
ち
ょ
っ
と
遅

れ
た
ゴ
ボ
ウ
作
り
、
鶏
舎
の
横
で
一

く
わ
　
く
わ
畑
を
打
て
ば
ミ
ミ
ズ
が

出
て
く
る
わ
出
て
く
る
わ
、
そ
れ
を

手
で
つ
か
み
上
げ
て
鶏
に
ほ
う
っ
て

や
る
、
一
い
い
卵
を
産
ん
で
く
れ
、
う

ま
い
と
＝
．
目
わ
れ
る
、
ピ
カ
ピ
カ
し
た

卵
を
産
ん
で
く
れ
。
ち
ょ
っ
と
し
た

畑
の
詩
人
に
も
な
っ
た
心
持
で
日
が

暮
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
私
の
生
き
が

い
で
自
信
満
々
の
生
き
方
だ
。

　
村
で
は
山
に
残
る
者
を
落
ち
こ
ぼ

れ
と
見
る
向
き
が
あ
る
。
ま
る
で
駄

目
な
も
ん
だ
と
考
え
る
風
潮
を
や
め

て
貰
い
た
い
。
金
を
貯
め
る
者
が
そ

ん
な
に
偉
い
の
か
、
役
職
に
つ
い
た

者
が
そ
ん
な
に
偉
い
の
か
と
言
い
た

い
。
ふ
る
さ
と
に
残
っ
て
草
～
本
で

も
引
き
、
山
を
育
て
て
い
く
方
が
最

も
偉
く
豊
か
な
生
き
方
で
は
な
い
の

か
。

一
笥

』 　
わ
が
家
で
も
長
男
が
公
務
口
貝
二
男

が
会
社
員
と
兄
達
は
町
に
出
て
行
っ

て
し
ま
っ
て
落
ち
こ
ぼ
れ
の
末
っ
子

が
山
に
残
っ
て
「
変
人
」
扱
い
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
て
畑
に
腰
か
け
て
思
う
に
、
私

達
も
自
然
卵
養
鶏
を
始
め
て
四
年
目
、

も
う
か
り
は
せ
ぬ
が
食
っ
て
い
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
子
供
達
が
、

大
き
く
な
っ
て
義
務
教
育
を
終
え
て

ま
だ
勉
強
し
た
い
と
言
い
出
し
た
時
、

と
て
も
今
の
経
済
力
で
出
し
て
や
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
親
子
五
人
で
食

っ
て
い
く
だ
け
で
精
一
ぽ
い
だ
か
ら
、

無
理
を
し
て
ま
で
出
そ
う
と
は
思
わ

な
い
。
子
供
の
為
に
と
又
町
に
出
て

働
く
気
に
は
も
う
な
れ
な
い
。
本
当

に
子
供
の
た
め
に
と
考
え
る
の
な
ら
、

こ
の
中
之
又
に
暮
す
事
が
一
番
の
幸

せ
と
教
え
こ
み
た
い
。

そ
れ
で
も
出
て
行
き
た
い
、
自
分
の

道
を
歩
き
た
い
と
言
う
よ
う
に
な
れ

ば
止
め
ば
し
な
い
け
れ
ど
：
…
…
・
。

　
ど
う
に
か
草
だ
ら
け
の
畑
が
明
る

く
な
っ
た
。
　
一
ヶ
月
も
す
れ
ば
ゴ
ボ

ウ
畑
ら
し
く
な
っ
て
、
夏
に
は
キ
ン

ピ
ラ
や
煮
つ
け
と
変
身
し
て
胃
袋
を

喜
ば
し
て
く
れ
る
。
町
に
出
て
食
べ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料
理
よ
り
味
つ
け

は
へ
た
で
も
最
高
の
味
だ
。
子
供
た

ち
が
ま
た
「
お
母
さ
ん
の
作
っ
た
方

が
お
い
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
る

事
だ
ろ
う
。

　
時
に
は
ガ
サ
ガ
サ
し
た
手
を
恥
し

い
と
思
っ
た
り
、
真
黒
な
顔
が
気
に

な
り
は
す
る
が
、
今
さ
ら
恋
す
る
で

も
な
い
の
で
ク
ヨ
ク
ヨ
す
る
ま
い
。

郷
ひ
ろ
み
や
、
草
刈
正
雄
が
声
か
け

て
く
れ
た
ら
ち
ょ
っ
と
気
に
し
て
も

い
い
が
、
家
に
は
西
田
敏
行
み
た
い

に
あ
た
た
か
い
人
が
待
っ
て
く
れ
る
。

　
さ
あ
、
泥
ま
み
れ
な
っ
た
顔
を
洗

っ
て
家
に
帰
る
と
し
よ
う
。
（
終
り
）

　
新
ひ
む
か
づ
く
り
運
動

　
　
　
東
郷
町
民
会
議
会
長

　
　
　
　
　
都
　
甲
　
鶴
　
曾

て
い
た
高
密
さ
ん
は
、
う
ふ
っ
と
い

う
様
な
、
あ
ら
は
に
そ
れ
と
解
る
泣

笑
い
の
声
を
立
て
て
矢
庭
に
私
を
抱

き
上
げ
た
こ
と
な
ど
あ
っ
た
。

　
私
は
折
々
こ
の
高
砂
の
事
を
今
で

も
夢
に
見
る
。
程
な
く
彼
は
こ
の
五

平
田
山
の
事
で
父
と
喧
嘩
し
て
私
の

村
を
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

、傷人一位
叢磁，患砦蕊釜．

父
の
事

塩
月
儀
市

　
そ
れ
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
い
う
も

の
で
、
折
々
は
ま
た
そ
の
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
を
淵
に
投
げ
て
魚
を
と
る
事
も

あ
っ
た
。
わ
け
は
解
ら
ず
、
た
だ
母

の
歎
く
の
が
心
に
あ
る
の
で
そ
の
岩

を
握
る
槌
の
音
や
、
ま
た
は
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
の
音
そ
の
も
の
が
い
か
に
も

悪
い
も
の
で
も
あ
る
様
に
思
は
れ
て
、

私
は
其
処
に
行
く
の
が
恐
し
か
っ
た
。

そ
し
て
、
も
う
止
せ
／
＼
と
幾
度
も

父
に
せ
が
ん
で
、
は
て
は
自
分
を
可

愛
が
っ
て
呉
れ
る
高
橋
さ
ん
に
ま
で

頼
み
込
ん
だ
。
そ
の
時
、
酒
に
酔
っ

　　

ﾜ
本
松
峠

　
　
　
　
し
　
　
つ

　
私
の
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
と
思
う
、

ど
う
い
う
理
由
で
あ
っ
た
か
、
多
分

種
々
の
事
で
村
が
面
白
く
な
か
っ
た

り
、
ま
た
は
齢
が
齢
で
幾
ら
か
焦
り

気
味
も
起
っ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。

父
は
全
家
を
挙
げ
て
隣
村
の
田
代
と

い
う
所
へ
移
っ
て
行
っ
た
。
移
り
切
に

移
る
の
で
は
な
く
、
謂
は
．
・
出
稼
ぎ

の
様
な
形
で
あ
っ
た
。
隣
村
と
云
っ

て
も
そ
の
聞
に
五
本
松
峠
と
い
う
大

き
な
山
が
横
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
越
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
日
、
私
は
母
と
二
人
、
五

六
人
目
見
送
り
や
出
迎
え
の
人
た
ち

と
一
緒
に
そ
の
峠
を
越
ゆ
る
事
に
な

り
、
私
だ
け
は
祖
父
の
代
か
ら
使
っ

て
来
た
古
め
か
し
い
駕
籠
に
乗
せ
ら

れ
た
。

　
殆
ん
ど
そ
の
峠
の
頂
上
に
着
こ
う

と
い
う
頃
で
あ
っ
た
。
私
は
ふ
っ
と

「
こ
ま
」
の
事
を
考
へ
出
し
た
。

「
こ
ま
」
は
自
宅
に
飼
っ
て
あ
っ
た

三
毛
猫
で
、
私
と
大
の
仲
好
し
で
あ

っ
た
。
「
こ
ま
を
連
れ
て
来
た
か
」
と

訊
く
と
「
否
え
」
と
い
う
。
さ
ア
私

の
肝
し
ゃ
く
玉
は
破
裂
し
た
。
あ
ら

ん
限
り
の
声
を
出
し
て
泣
き
わ
め
い

て
と
う
と
う
駕
籠
か
ら
こ
ろ
げ
出
し

て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
其
処
の
路

傍
に
ふ
ん
ぞ
り
反
っ
て
如
何
し
て
も

動
か
な
い
。
ど
う
で
も
「
こ
ま
」
を

連
れ
て
来
い
と
い
う
の
だ
そ
う
で
あ

る
。
手
を
つ
く
し
て
お
ど
し
つ
す
か

し
て
み
た
が
ど
う
し
て
も
諾
か
な
い
。

と
う
と
う
一
緒
に
い
た
一
人
が
連
れ

に
行
く
事
に
な
っ
て
、
そ
の
ま
・
我

々
だ
け
先
へ
行
こ
う
と
す
る
と
、
ま

た
泣
き
立
て
た
。
「
こ
ま
」
を
連
れ
て

来
る
ま
で
ど
う
し
て
も
此
処
で
待
っ

て
い
る
と
い
う
の
だ
相
で
あ
る
。

　
　
　
※
年
齢
は
数
え
年
で
あ
る
。

ぐ
秋
に
な
る
と
耳
川
で
は
柴
ぜ
き
に

　
よ
る
ア
ユ
漁
が
見
ら
れ
ま
す
。
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一
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∩

⑪
斑
石
症

東
郷
病
院
長

　
　
山
　
本

宏

　
胆
石
症
は
四
十
歳
代
の
太
っ
た
女

性
に
多
く
み
ら
れ
る
右
上
腹
部
痛
を

訴
え
と
す
る
病
気
で
す
。
図
の
様
に
そ

の
所
在
部
位
か
ら
肝
内
結
石
、
総
胆

管
結
石
、
胆
嚢
結
石
な
ど
に
分
類
さ

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
頻
度
の
高
い
胆

嚢
結
石
を
中
心
に
述
べ
て
み
ま
す
。

　
胆
嚢
は
肝
臓
の
下
に
ぶ
ら
さ
が
っ

て
い
る
西
洋
ナ
シ
の
形
を
し
た
袋
で
、

食
物
が
十
二
指
腸
に
入
る
と
胆
嚢
が

収
縮
し
て
胆
嚢
内
に
貯
め
て
お
い
た

胆
汁
（
消
化
液
の
一
つ
）
を
分
泌
す

総胆管

結石

肝臓

総胆管

肝内結石

胆嚢 ﾄ
　　／

胆嚢結石

る
働
き
を
も
ち
、
十
二
指
腸
液
や
膵

液
な
ど
他
の
消
化
液
と
混
ざ
っ
て
食

物
を
消
化
し
易
い
形
へ
変
え
て
ゆ
き

ま
す
。

　
胆
石
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

主
成
分
と
す
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
系

石
と
胆
汁
色
素
を
主
成
分
と
す
る
胆

汁
色
素
系
石
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
結

石
形
成
に
は
食
事
や
腸
内
細
菌
な
ど

が
関
与
し
て
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、

我
が
国
の
食
生
活
も
西
欧
諸
国
の
そ

れ
に
近
づ
き
、
脂
肪
摂
取
量
が
増
加

し
た
た
め
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
系
石
が

多
く
な
り
、
胆
石
全
体
の
三
分
の
二

以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

胆
石
が
形
成
さ
れ
る
と
殆
ど
の
胆
嚢

に
炎
症
性
変
化
を
も
た
ら
し
定
型
的

症
状
と
し
て
上
腹
部
痺
痛
、
発
熱
、

黄
疸
な
ど
が
出
現
し
ま
す
。
”
胆
石
発

作
”
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
胆
石
に
よ
る

痛
み
は
強
く
転
げ
ま
わ
る
こ
と
も
あ

る
ほ
ど
で
す
。

　
他
に
前
駆
症
状
と
し
て
食
後
の
重

圧
感
、
膨
満
感
、
吐
き
気
な
ど
不
定

の
消
化
器
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
又
、

前
胸
部
へ
痛
み
が
放
散
し
て
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
V
と
誤

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常

は
右
肩
や
右
背
部
に
痛
み
は
放
散
し

ま
す
。

　
胆
石
発
作
の
な
い
所
謂
、
”
無
症

状
”
胆
石
症
が
腹
部
X
線
写
真
や
腹

部
超
音
波
検
査
な
ど
で
偶
然
に
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
無
症
状

だ
か
ら
と
い
っ
て
放
置
す
る
の
で
は

な
く
、
最
近
で
は
積
極
的
に
手
術
に

よ
る
治
療
が
望
ま
し
い
と
云
わ
れ
て

い
ま
す
。
放
置
し
て
い
て
も
将
来
、

五
〇
％
前
後
に
胆
石
発
作
を
お
こ
し

急
性
胆
嚢
炎
に
至
る
と
い
う
理
由
か

ら
で
す
。

　
胆
石
症
は
手
術
に
よ
る
治
療
が
主

体
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

は
、
①
胆
嚢
癌
の
合
併
率
が
高
齢
者

に
な
る
に
つ
れ
増
加
す
る
こ
と
②
結

石
溶
解
剤
の
効
果
が
不
確
か
で
あ
る

こ
と
③
高
齢
者
に
な
る
に
つ
れ
合
併

症
（
膵
臓
炎
、
腹
膜
炎
、
肝
障
害
、

胆
道
感
染
症
な
ど
）
が
多
く
な
る
こ

と
④
間
歓
期
（
発
作
の
な
い
時
期
V

の
手
術
の
安
全
性
は
極
め
て
高
い
こ

と
な
ど
か
ら
で
す
。

　
又
、
手
術
を
し
て
胆
嚢
と
結
石
を

摘
除
し
て
も
日
常
生
活
に
は
全
く
支

障
は
認
め
ま
せ
ん
。

　
以
上
、
簡
単
に
胆
石
症
の
概
略
に

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。

派
出
所
だ
よ
り

指
名
手
配
犯
人
が

　
あ
な
た
の
そ
ば
に

　
　
　
　
い
ま
せ
ん
か
？

響　　　　　　　一　　，　匿　「　　　　　　一　　「　一　’　　　　　一　　「　響　「　　　　響　r9　「　　　一　「一　■　　8　「　一　　．　8　，　一　，璽　．　一　「響　F

事故のご相談は

軽にどうぞ

でご相談に応じております

通
気
当

薬
お
無

午配9時半～午後4時40分（平ヨ）

土曜日は正午まで（第2・第3土擢Eは休みます）

◎専門の相談員が親身1こなってこ相談に店じます

◎弁護士相談日：第3木曜午後1時～4時

　
指
名
手
配
犯
人
の
ポ
ス
タ
ー
や
、

チ
ラ
シ
の
写
真
に
見
お
ぼ
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　社団法人　日本損害保険協会

宮崎自動車保険請求相談センター

宮崎市広島1－18－13　宮崎第一生命ビル新館5階

　　　　　　　　　　　宮崎調査事務所内
　　　含0985－28－1199〔直通）0985－24－7921

　電話のご相談もお受けします
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十
一
月
を
「
指
名
手
配
犯
人
を
一

掃
す
る
月
」
に
定
め
て
、
全
国
の
警

察
が
一
丸
と
な
っ
て
、
追
跡
捜
査
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
犯
入
を
見
つ
け
出
す
に

は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
な
た
の
「
第

六
感
」
や
「
目
」
「
耳
」
が
頼
り
で
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
、
ち
ら
し
の
写
真
に
そ

っ
く
り
の
者
、
少
し
で
も
似
て
い
る

者
を
見
た
ら
、
す
ぐ
一
一
〇
番
す
る

か
も
よ
り
の
警
察
官
に
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
教

《
疹

　
　
P

指名考i配

駕’
，卵．ll

繋卯、ノ
∠
岬
，
・
毒
＝φ口置理ゐム．3『■‘
grk哩●，｝．■r「’‘

。・・㈲月zヲ4．o

え
て
い
た
だ
い
た
方
の
名
前
が
外
部

に
も
れ
た
り
、
迷
惑
を
か
け
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
多
発
す
る
交
通
事
故

　
九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け

当
町
に
お
い
て
、
町
内
の
方
が
第
一

当
事
者
の
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
原
因
は
、
わ
き
見
、
居
眠
り
運
転

等
基
本
的
事
項
の
欠
除
か
ら
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
漫
然
運
転
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
す
ら
し
て
い
な
い
人

も
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
ま
で
も

そ
の
事
故
で
怪
我
の
た
め
入
院
中
の

方
も
い
ま
す
。

　
ハ
ン
ド
ル
を
手
に
触
れ
た
な
ら
、

そ
れ
を
離
す
ま
で
、
身
も
心
も
し
っ

か
り
と
っ
か
み
、
安
全
運
転
に
徹
し

て
く
だ
さ
い
。
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曳
、

パートタイム労働旬間
　（11月睾丸～10日）

十
一
月
は

国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
で
す

　
こ
の
推
進
月
間
は
、
特
に
今
年
の

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
し
い
国
民

年
金
制
度
の
加
入
や
年
金
給
付
に
つ

い
て
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
年

金
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

将
来
も
れ
な
く
年
金
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

年
金
相
談

　
町
で
は
、
こ
の
推
進
月
間
の
事
業

の
一
環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
年
金

相
談
を
開
設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
社
会
保
険
事
務
所
よ
り

職
員
を
招
い
て
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
年
金
相
談
日
　
1
1
月
1
7
日
㈲

　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　
　
　
場
所
東
郷
町
役
場

産
業
祭
の
案
内

　
昭
和
六
十
】
年
度
の
町
産
業
祭
が

十
一
月
七
日
過
ら
九
日
ま
で
の
三
日

間
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

来
場
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
会
場
　
町
中
央
公
民
館
及
び
グ
ラ

　
　
　
　
ウ
ン
ド

▽
1
1
月
7
日

　
各
種
コ
ー
ナ
ー
の
搬
入
及
び
審
査

　
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
1
1
月
8
日
　
9
時
～

O
農
林
産
物
等
展
示
即
売
（
予
約
）

O
姉
妹
都
市
物
産
展
（
北
海
道
幕
別

　
町
・
沖
縄
県
宜
野
湾
市
）

o
商
工
会
コ
ー
ナ
ー
、
植
木
市
コ
ー

　
ナ
i
、
老
人
一
般
工
芸
品
コ
ー
ナ

　
一
、
企
業
コ
ー
ナ
ー
等
の
展
示
即
売
。

▽
1
1
月
9
日
　
9
時
～

　
各
種
催
し
物
、
展
示
等
は
8
日
と

　
同
じ
。

　
ま
た
、
当
日
は
午
後
一
時
か
ら
東

郷
町
む
ら
お
こ
し
野
菜
生
産
振
興
大

会
が
開
催
さ
れ
、
事
例
発
表
、
講
演

な
と
が
午
後
四
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
買
物
相
談

（
表
示
の
見
方
等
）
、
苦
情
相
談
（
商

品
や
サ
：
ビ
ス
の
安
全
性
、
品
質
、

取
引
方
法
、
契
約
を
解
除
し
た
い
と

い
う
よ
う
な
相
談
等
）
な
ど
に
つ
い

て
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

⑪
島
田
色
掴
圏

　
心
配
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
地
区
の
相
談
委
員
（
民

生
委
員
）
に
よ
る
地
区
相
談
も
、
毎

週
火
曜
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
員
宅

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
日
以
外
は

自
宅
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▽
日
時
　
1
1
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
東
郷
町
仲
深
　
山
口
俊
一

　　　11月は下請取引適正化推進月間一

　口約束で取引していませんか。下請業者が親事
業者との口約束に基づいて製品を納入しようとし
たが、頼んだ覚えはないと受けとってもらえない
事例が発生しています。下請代金支払遅延等防止
法では、このようなトラブルが生じないよう、依
頼内容、代金の額、支払日等を記載した注文書を
交付するよう義務づけています。

　県内では次の日程で下請取引適正化推進講習会
が行われます。

　〉日時　11月7日　午後1時30分

　〉場所　県庁講堂

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
蓋
呈
忌
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
日
向
市
の
川
口
益
雄
さ
ん
か
ら

　
（
政
市
さ
ん
・
9
1
歳
ご
死
去
）

◎
迫
野
内
の
佐
藤
幸
男
さ
ん
か
ら

　
（
惣
吉
さ
ん
・
9
0
歳
ご
死
去
）

◎
八
重
原
の
高
山
豊
さ
ん
か
ら

　
（
ヨ
シ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
静
雄
さ
ん
か
ら

　
（
ツ
タ
エ
さ
ん
・
7
7
歳
ご
死
去
）

◎
坪
谷
の
松
本
美
和
子
さ
ん
か
ら

　
（
篤
子
さ
ん
・
衆
心
ご
死
去
）

難
懸
鎌
灘

（
九
月
届
出
分
）

出
生
お
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